
29
年
度
の
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

正
副
会
長
理
事
長
会
議
が
、

静
岡
岳
連
の
担
当
で
、
６
月

17
日
～
18
日
焼
津
市
の
「
や

い
づ
マ
リ
ン
パ
レ
ス
」
で
開

催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
各
県
持
ち
回

り
で
例
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

各
県
の
現
状
報
告
や
抱
え
て

い
る
諸
問
題
に
つ
き
協
議
し
、

対
応
を
考
え
、
併
せ
て
、
4

県
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

会
員
の
高
齢
化
、
団
体
数

の
減
少
、
若
い
人
が
入
っ
て

来
な
い
な
ど
、
各
県
と
も
共

通
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
が
脚
光
を
浴
び
て
、

従
来
型
登
山
が
ど
う
な
っ
て

い
く
か
心
配
だ
。
と
の
意
見

が
出
た
。
岐
阜
で
は
今
年
若

返
る
山
岳
連
盟
を
目
指
す
方

針
を
出
し
、
個
人
会
員
担
当

の
40
代
の
常
任
理
事
を
設
け

た
と
い
う
。
各
県
、
こ
れ
ら

の
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
抜
本
的
解
決
に
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ
う

だ
。

（
木
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内
髙
嘉
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動
を
行

う②
第
⒒
回
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ず
お
か
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
登
山
大

会
は
創
立
70
周
年
記
念
山
行

と
す
る
、
ま
た
山
の
日
記
念

事
業
も
兼
ね
る
為
、
多
く
の

参
加
を
願
い
ま
す
。

③
創
立
70
周
年
記
念
事
業

・
記
念
誌
の
発
行

こ
の
⒑
年
間
の
記
録
と
す

る
。

・
記
念
祝
賀
会
の
開
催

18
年
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ク
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イ
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グ
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会

指
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月
３
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指
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者
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の
区
分
改
革
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・
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（
指
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級
指
導
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Ⅲ
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、
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者
育
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コ
ー
チ
Ⅳ
（
上
級
教
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）

競
技
者
層
、
競
技
者
志
向
層

と
愛
好
者
層
、

健
康
志
向
層
に
区
分
。

・
指
導
員
制
度
の
変
革
の
協

会
の
方
針

指
導
員
の
専
門
科
目
の
集
合

時
間

20
時
間
→
40
時
間
に

・
指
導
者
の
自
主
研
修

５

月
21
日

興
津
生
涯
学
習
館
に
て
実

施
３
名

他
配
布
資
料
に
て
報
告
（
工

藤
）

②
国
体
委
員
会

東
海
ブ
ロ
ッ

ク
大
会

・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
７
月
15

日
、
リ
ー
ド
16
日

静
岡
岳
連
が
担
当
し
開
催

開
催
す
る
。
大
勢
の
競
技
役

員
が
必
要
と
な
る
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
諸
戸
）

③
中
高
年
安
全
登
山
講
習
会

「
東
部
地
区
」

開
催
要
項
に
基
ず
く
説
明

運
営
に
当
た
り
８
～
９
名
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

④
18
年
カ
レ
ン
ダ
ー

世
界
の
名
峰

サ
ン
プ
ル
見

積
済

９
月
申
込
書
、
10
月
発
送
予

定⑤
個
人
会
員

現
在
８
名

今
年
は
こ
の
ま
ま
行
く

（
滝
田
）

（
浅
井
徹
）

編
集
後
記

最
近
の
静
岡
新
聞
が
小
中

学
年
代
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
競
技
熱
が
高
ま
っ

て
い
る
と
報
じ
た
。
20
年
東

京
五
輪
の
正
式
種
目
に
採
用

さ
れ
た
こ
と
で
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
認
知
度
が

向
上
し
、
親
も
子
ど
も
の
習

い
事
の
一
つ
と
し
て
定
着
し

始
め
た
と
い
う
。

今
年
の
国
体
予
選
会
を
見

て
も
、
小
中
学
生
の
参
加
が

多
く
な
り
、
少
年
女
子
で
は
、

上
位
を
国
体
参
加
年
齢
に
達

し
な
い
オ
ー
プ
ン
参
加
の
中

学
生
が
占
め
る
と
い
う
現
象

が
起
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
競
技
力

向
上
に
繋
げ
て
い
く
に
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
を
作
れ
ば

よ
い
か
。
指
導
体
制
、
強
化

体
制
な
ど
、
岳
連
だ
け
で
な

く
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
、
保

護
者
な
ど
と
の
関
係
づ
く
り

を
考
え
な
が
ら
整
備
を
進
め

て
い
く
時
期
に
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

（
Ｔ
Ｋ
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（
Ｔ
Ｋ
）

本
年
度
は
、
静
岡
県
の
開

催
で
、
７
月
15
日
に
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
を
浜
松
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ジ
ム
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｇ
、
16
日

に
リ
ー
ド
を
ス
ク
エ
ア
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
行

い
ま
し
た
。

チ
ー
フ
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー

に
は
山
口
県
の
茂
垣
氏
を
迎

え
、
成
年
女
子
１
枠
、
少
年

男
女
各
２
枠
の
国
体
代
表
権

に
む
け
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｇ
で
開
会
式
の
後
、

引
き
続
き
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
が
行
わ
れ
、
少
年
男
子
で

は
、
静
岡
の
片
桐
が
唯
一
４

課
題
４
完
登
を
決
め
、
原
の

２
完
登
と
合
わ
せ
て
６
完
登

で
愛
知
県
と
並
ん
だ
が
ア
テ

ン
プ
ト
数
で
下
回
り
２
位
。

成
年
女
子
も
、
静
岡
の
北
脇

が
唯
一
の
４
完
登
を
決
め
会

場
を
沸
か
せ
た
が
、
少
年
時

代
国
体
優
勝
の
三
重
の
田
嶋
、

義
村
の
ペ
ア
に
完
登
数
で
及

ば
ず
２
位
、
少
年
女
子
も
、

完
登
が
１
に
と
ど
ま
り
、
３

位
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。翌

日
会
場
を
ス
ク
エ
ア
に

移
し
て
、
少
年
男
子
と
成
年

女
子
は
共
通
の
13
ｂ
の
ル
ー

ト
、
少
年
女
子
は
12
ｃ
の
ル
ー

ト
で
リ
ー
ド
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

少
年
男
子
は
、
静
岡
の
片

桐
、
原
の
両
名
は
、
ル
ー
フ

の
部
分
を
抜
け
傾
斜
が
変
わ
っ

て
、
フ
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ル
、
成
年
女
子

の
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脇
、
中
村
の
両
名
は
ル
ー

フ
の
途
中
で
フ
ォ
ー
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し
２

位
、
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横
田
が
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３
位
と
な
り
、

少
年
男
子
が
総
合
２
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で
国
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出
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ま
し
た
。
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で
、
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に
お
い
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、
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で
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選
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多
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見
ら
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ッ
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各
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謝
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と

思
い
ま
す
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続
き
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
が
行
わ
れ
、
少
年
男
子
で

は
、
静
岡
の
片
桐
が
唯
一
４

課
題
４
完
登
を
決
め
、
原
の

２
完
登
と
合
わ
せ
て
６
完
登

で
愛
知
県
と
並
ん
だ
が
ア
テ

ン
プ
ト
数
で
下
回
り
２
位
。

成
年
女
子
も
、
静
岡
の
北
脇

が
唯
一
の
４
完
登
を
決
め
会

場
を
沸
か
せ
た
が
、
少
年
時

代
国
体
優
勝
の
三
重
の
田
嶋
、

義
村
の
ペ
ア
に
完
登
数
で
及

ば
ず
２
位
、
少
年
女
子
も
、

完
登
が
１
に
と
ど
ま
り
、
３

位
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。翌

日
会
場
を
ス
ク
エ
ア
に

移
し
て
、
少
年
男
子
と
成
年

女
子
は
共
通
の
13
ｂ
の
ル
ー

ト
、
少
年
女
子
は
12
ｃ
の
ル
ー

ト
で
リ
ー
ド
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

少
年
男
子
は
、
静
岡
の
片

桐
、
原
の
両
名
は
、
ル
ー
フ

の
部
分
を
抜
け
傾
斜
が
変
わ
っ

て
、
フ
ォ
ー
ル
、
成
年
女
子

の
北
脇
、
中
村
の
両
名
は
ル
ー

フ
の
途
中
で
フ
ォ
ー
ル
し
２

位
、
少
年
女
子
も
、
横
田
が

健
闘
し
た
が
３
位
と
な
り
、

少
年
男
子
が
総
合
２
位
で
国

体
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

ユ
ー
ス
世
代
の
底
上
げ
で
、

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い

て
も
、
全
国
規
模
の
大
会
で

活
躍
す
る
選
手
が
多
く
見
ら

れ
、
非
常
に
競
技
レ
ベ
ル
の

高
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
選
手
の
集
う
大

会
に
素
晴
ら
し
い
ル
ー
ト
セ
ッ

ト
を
し
て
い
た
だ
い
た
セ
ッ

タ
ー
の
方
々
、
会
場
を
提
供

し
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
ス

ク
エ
ア
、
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｇ
の
各
ジ

ム
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

結
果
は
、
成
年
女
子
２
位

（
北
脇
、
中
村
）
、
少
年
男

子
２
位
（
原
、
片
桐
）
国
体

出
場
、
少
年
女
子
３
位
（
横

田
、
佐
伯
）

（
諸
戸

明
）
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少
年
男
子
国
体
出
場
決
定

少
年
男
子
国
体
出
場
決
定

第
38
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
本
県
で
開
催

第
38
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
本
県
で
開
催
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６
月
常
任
理
事
会

６
月
常
任
理
事
会

監督 中村　光孝 ㈱角孝中村土建
選手 北脇　順子 日本体育大学
選手 中村祐香里　 中京大学
監督 岩田　幸裕 浜松学芸高校
選手 原　賢伸 浜松日体高校
選手 片桐　綾真 磐田市立豊田中学校
監督 難波　利行 県立韮山高校
選手 佐伯　周音 県立富士高校
選手 横田はるな 浜松日体中学校

成年女子

少年男子

少年女子

静
岡
県
選
手
団

静
岡
県
選
手
団

南
ア
ル
プ
ス
の
夏
山
相
談

所
が
、
７
月
15

日
か
ら
８

月
31
日
ま
で
の
48
日
間
、

畑
薙
臨
時
駐
車
場
で
開
設

さ
れ
た
。

県
遭
対
協
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
県
岳
連
か
ら
指

導
員
を
派
遣
し
井
川
山
岳

会
の
会
員
と
静
岡
市
岳
連

の
会
員
と
共
に
、
登
山
者

の
相
談
、
指
導
及
び
、
天

候
や
登
山
道
の
状
態
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
い
、
安

全
登
山
の
一
翼
を
担
っ
た
。

今
年
の
夏
山
は
、
天
候

が
不
順
で
特
に
お
盆
前
後

が
雨
の
日
が
多
く
、
ま
た
、

川
根
本
町
か
ら
の
道
路
が

一
時
不
通
に
な
る
な
ど
、

登
山
者
は
例
年
に
比
べ
少

な
か
っ
た
。

年
々
、
単
独
登
山
者
や

女
性
の
登
山
者
が
増
え
、

事
故
も
多
発
し
て
い
る
が
、

登
山
届
を
集
計
し
て
み
る

と
約
６
割
強
が
単
独
登
山

者
で
あ
っ
た
。

事
故
は
、

亡
く
な
っ
た
方
は
１
名
で

赤
石
岳
や
聖
岳
等
で
転
倒

し
骨
折
し
た
り
疲
労
で
動

け
な
く
な
る
な
ど
、
中
高

年
登
山
者
の
特
有
の
事
故

が
多
発
し
て
い
る
。

（
滝
田
博
之
）

南
ア
ル
プ
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の
夏
山
相
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所
が
、
７
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15
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ら
８

月
31
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ま
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の
48
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間
、

畑
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車
場
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開
設
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た
。
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の
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に
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、
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を
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の
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と
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、
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相
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、
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及
び
、
天
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や
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山
道
の
状
態
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
い
、
安

全
登
山
の
一
翼
を
担
っ
た
。

今
年
の
夏
山
は
、
天
候

が
不
順
で
特
に
お
盆
前
後

が
雨
の
日
が
多
く
、
ま
た
、

川
根
本
町
か
ら
の
道
路
が

一
時
不
通
に
な
る
な
ど
、

登
山
者
は
例
年
に
比
べ
少

な
か
っ
た
。

年
々
、
単
独
登
山
者
や

女
性
の
登
山
者
が
増
え
、

事
故
も
多
発
し
て
い
る
が
、

登
山
届
を
集
計
し
て
み
る

と
約
６
割
強
が
単
独
登
山

者
で
あ
っ
た
。

事
故
は
、

亡
く
な
っ
た
方
は
１
名
で

赤
石
岳
や
聖
岳
等
で
転
倒

し
骨
折
し
た
り
疲
労
で
動

け
な
く
な
る
な
ど
、
中
高

年
登
山
者
の
特
有
の
事
故

が
多
発
し
て
い
る
。

（
滝
田
博
之
）

南
ア
夏
山
相
談
所
開
設

南
ア
夏
山
相
談
所
開
設

単
独
登
山
者
が
6
割
を
占
め
る

単
独
登
山
者
が
6
割
を
占
め
る

東
海
4
県
会
議

東
海
4
県
会
議

成年女子 少年男子 少年女子

１位 三重県 愛知県 愛知県

２位 静岡県 静岡県 岐阜県

３位 岐阜県 三重県 静岡県

４位 ― 岐阜県 三重県

ブロック大会成績
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全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
登
山
大
会
が
７
月
30
日

～
８
月
３
日
に
山
形
県
の
蔵

王
、
月
山
を
会
場
と
し
て
行

わ
れ
た
。
静
岡
県
か
ら
は
、

男
子
は
藤
枝
東
高
校
が
３
年

ぶ
り
の
出
場
、
女
子
は
昨
年

初
出
場
な
が
ら
全
国
を
制
し

た
富
士
高
校
が
２
年
連
続
出

場
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
山
中

行
動
１
日
目
の
月
山
、
２
日

目
の
蔵
王
龍
山
コ
ー
ス
は
雨

で
あ
っ
た
。
選
手
は
精
神
的

に
き
つ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

特
に
初
日
の
月
山
山
頂
は
、

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
低
体
温

症
の
危
険
が
あ
る
状
態
で
あ
っ

た
。
登
山
最
終
日
は
、
途
中

か
ら
天
候
が
回
復
し
、
熊
野

岳
か
ら
望
む
蔵
王
の
シ
ン
ボ

ル
お
釜
に
選
手
達
は
歓
喜
し

て
い
た
。

結
果
は
男
子
の
藤
枝
東
が

6
位
（
46
チ
ー
ム
中
）
、
女

子
の
富
士
が
７
位
（
45
チ
ー

ム
中
）
で
あ
っ
た
。
あ
る
程

度
静
岡
県
の
競
技
力
の
高
さ

を
示
す
こ
と
は
で
き
た
と
思

う
。
両
チ
ー
ム
と
も
さ
ら
に

上
位
に
入
る
力
を
有
し
て
い

た
だ
け
に
、
手
放
し
で
は
喜

べ
な
い
。
男
女
と
も
20
カ
所

あ
る
読
図
ポ
イ
ン
ト
を
１
つ

外
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
非

常
に
痛
か
っ
た
。
両
校
よ
り

上
の
チ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
読

図
が
満
点
で
あ
る
。
改
め
て
、

読
図
力
の
重
要
さ
を
痛
感
し

た
。
富
士
は
連
覇
を
狙
っ
た

が
、
読
図
以
外
に
も
細
か
い

ミ
ス
が
い
く
つ
か
あ
り
得
点

を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
入
賞
に
0.1
点
足
り
な
か
っ

た
。
ゆ
と
り
の
あ
っ
た
体
力

で
１
点
も
引
か
れ
て
お
り
選

手
に
と
っ
て
は
不
満
が
残
る

結
果
で
あ
っ
た
と
思
う
。

大
会
結
果
（
６
位
ま
で
入
賞
）

男
子

１
位

長
崎
北
陽
台

（
長
崎
）
２
位

千
葉
東

（
千
葉
）
３
位

村
山
産
業

（
山
形
）
４
位

修
道
（
広

島
）
５
位

神
戸
（
兵
庫
）

６
位

藤
枝
東
（
静
岡
）

女
子

１
位

盛
岡
第
一

（
岩
手
）
２
位

大
村
（
長

崎
）
３
位

山
形
西
（
山
形
）

４
位

渋
川
女
子
（
群
馬
）

５
位

千
葉
東
（
千
葉
）

６
位

就
実
（
岡
山
）

７
位

富
士
（
静
岡
）

（
清
水
雄
三
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
登
山
大
会
が
７
月
30
日

～
８
月
３
日
に
山
形
県
の
蔵

王
、
月
山
を
会
場
と
し
て
行

わ
れ
た
。
静
岡
県
か
ら
は
、

男
子
は
藤
枝
東
高
校
が
３
年

ぶ
り
の
出
場
、
女
子
は
昨
年

初
出
場
な
が
ら
全
国
を
制
し

た
富
士
高
校
が
２
年
連
続
出

場
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
山
中

行
動
１
日
目
の
月
山
、
２
日

目
の
蔵
王
龍
山
コ
ー
ス
は
雨

で
あ
っ
た
。
選
手
は
精
神
的

に
き
つ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

特
に
初
日
の
月
山
山
頂
は
、

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
低
体
温

症
の
危
険
が
あ
る
状
態
で
あ
っ

た
。
登
山
最
終
日
は
、
途
中

か
ら
天
候
が
回
復
し
、
熊
野

岳
か
ら
望
む
蔵
王
の
シ
ン
ボ

ル
お
釜
に
選
手
達
は
歓
喜
し

て
い
た
。

結
果
は
男
子
の
藤
枝
東
が

6
位
（
46
チ
ー
ム
中
）
、
女

子
の
富
士
が
７
位
（
45
チ
ー

ム
中
）
で
あ
っ
た
。
あ
る
程

度
静
岡
県
の
競
技
力
の
高
さ

を
示
す
こ
と
は
で
き
た
と
思

う
。
両
チ
ー
ム
と
も
さ
ら
に

上
位
に
入
る
力
を
有
し
て
い

た
だ
け
に
、
手
放
し
で
は
喜

べ
な
い
。
男
女
と
も
20
カ
所

あ
る
読
図
ポ
イ
ン
ト
を
１
つ

外
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
非

常
に
痛
か
っ
た
。
両
校
よ
り

上
の
チ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
読

図
が
満
点
で
あ
る
。
改
め
て
、

読
図
力
の
重
要
さ
を
痛
感
し

た
。
富
士
は
連
覇
を
狙
っ
た

が
、
読
図
以
外
に
も
細
か
い

ミ
ス
が
い
く
つ
か
あ
り
得
点

を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
入
賞
に
0.1
点
足
り
な
か
っ

た
。
ゆ
と
り
の
あ
っ
た
体
力

で
１
点
も
引
か
れ
て
お
り
選

手
に
と
っ
て
は
不
満
が
残
る

結
果
で
あ
っ
た
と
思
う
。

大
会
結
果
（
６
位
ま
で
入
賞
）

男
子

１
位

長
崎
北
陽
台

（
長
崎
）
２
位

千
葉
東

（
千
葉
）
３
位

村
山
産
業

（
山
形
）
４
位

修
道
（
広

島
）
５
位

神
戸
（
兵
庫
）

６
位

藤
枝
東
（
静
岡
）

女
子

１
位

盛
岡
第
一

（
岩
手
）
２
位

大
村
（
長

崎
）
３
位

山
形
西
（
山
形
）

４
位

渋
川
女
子
（
群
馬
）

５
位

千
葉
東
（
千
葉
）

６
位

就
実
（
岡
山
）

７
位

富
士
（
静
岡
）

（
清
水
雄
三
）

指
導
委
員
会
主
催
の
「
夏

山
登
山
教
室
」
も
今
年
で
第

5
回
目
と
な
っ
た
。
こ
の
行

事
を
中
心
的
に
企
画
・
運
営

し
て
い
た
小
田
さ
ん
の
遺
志

を
継
い
で
今
年
も
無
事
行
う

こ
と
が
出
来
た
。

参
加
メ
ン
バ
ー
は
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
く
、
予
定
定
員
の
15
名

と
な
っ
た
。
今
年
の
メ
イ
ン

の
山
行
は
北
ア
ル
プ
ス
の
針

ノ
木
雪
渓
を
つ
め
て
、
名
峰
・

針
ノ
木
岳
と
蓮
華
岳
を
目
指

し
た
。

内
容
は
第
1
回
座
学
で
「
夏

山
の
登
山
装
備
」
と
「
読
図

の
基
本
」
を
学
ん
だ
後
に
、

第
1
回
実
技
講
座
は
「
竜
爪

山
」
で
行
っ
た
。
座
学
で
習
っ

た
登
山
装
備
の
確
認
と
、
読

図
の
実
践
を
山
に
て
行
っ
た
。

ま
た
、
今
年
は
残
雪
が
多
い

と
予
想
さ
れ
た
の
で
、
ア
イ

ゼ
ン
の
確
認
も
穂
積
神
社
に

て
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

第
2
回
座
学
で
は
「
夏
山
の

気
象
」
と
「
歩
行
技
術
と
安

全
」
を
学
ん
だ
。
特
に
雪
渓

の
歩
き
方
に
つ
い
て
重
点
的

な
講
習
だ
っ
た
。

本
番
の
夏
山
は
7
月
22
日
、

23
日
で

金
曜
日
の
前
夜
発
に
し
て
、

途
中
の
道
の
駅
に
て
仮
眠
し

た
。
針
ノ
木
雪
渓

は
や
は
り
例
年
よ
り
雪
が
多

く
、
長
い
雪
渓
歩
き
と
な
っ

た
が
全
員
元
気
に
ほ
ぼ
予
定

通
り
針
ノ
木
峠
に
つ
く
こ
と

が
出
来
た
。
小
屋
で
休
憩
後

に
針
ノ
木
岳
を
ピ
ス
ト
ン
し

た
。
途
中
は
意
外
に
お
花
も

多
く
、
皆
さ
ん
も
満
足
さ
れ

た
よ
う
だ
っ
た
。
夕
食
前
の

小
屋
の
前
の
反
省
会
で
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
々
が
「
小

田
先
生
に
献
杯
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が

嬉
し
か
っ
た
。
美
味
し
い
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

た
。

翌
24
日
は
朝
か
ら
雨
だ
っ
た

が
、
ほ
ぼ
全
員
が
蓮
華
岳
を

ピ
ス
ト
ン
し
た
。
お
目
当
て

の
コ
マ
ク
サ
に
は
皆
さ
ん
感

動
さ
れ
て
い
た
。
心
配
し
て

い
た
雪
渓
の
下
り
も
上
手
な

ア
イ
ゼ
ン
ワ
ー
ク
で
、
予
定

よ
り
早
く
下
山
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

下
山
後
の
温
泉
で
は
、
「
来

年
の
夏
は
何
処
？
」
と
の
質

問
も
受
け
ま
し
た
。
好
評
の

登
山
教
室
で
し
た
。

（
鈴
木

修
）

平
成
29
年
度
の
日
山
協
遭

対
委
員
会
総
会
・
研
修
会
が

神
戸
市
立
神
戸
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
に
て
6
月
24
日
・
25
日

開
催
さ
れ
た
。

24
日
研
修
会

(1)
「
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ

い
て
」

ド
ロ
ー
ン
の
説
明
を
受
け
、

実
際
に
操
作
し
た
。

(2)
「
ハ
イ
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て
」

一
般
登
山
者
へ
の
登
山
教

育
に
つ
い
て
、
現
状
、
見
直

し
案
の
対
比
、
課
題
、
対
応

策
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
夏
山

リ
ー
ダ
ー
講
習
案
な
ど
の
説

明(3)
「
最
近
の
山
岳
事
故
に
つ

い
て
」

各
県
か
ら
の
報
告

・
那
須
の
雪
崩
遭
難
事
故
に

つ
い
て

25
日
総
会

(1)

Ｈ
28
年
度
報
告
、
Ｈ
29

年
度
計
画

・
28
年
度
夏
山
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会

9/9
～

9/11

富
山
県
国
立
登

山
研
修
所

・

積
雪
期
レ
ス
キ
ュ
ー
講

習
会1/27

～
1/29
谷
川
岳
土
合
山
の

家(2)

Ｈ
29
年
度
新
体
制

遭
対
委
員
長

群
馬
県

町

田
氏

(3)
研
究
討
議

・
山
岳
事
故
報
告
・
・
・
青

山
氏

・
高
校
登
山
講
習
会
事
故
に

つ
い
て

登
山
に
関
す
る
知
識
・
経
験

の
少
な
い
高
校
生
を
指
導
す

る
場
合
、
冒
険
性
で
な
く
、

安
全
性
を
第
一
と
し
た
指
導

計
画
が
求
め
ら
れ
る
。

・
山
岳
三
団
体
（
日
山
協
、

労
山
、j

R
O

）
に
お
け
る
事

故
の
経
年
変
化

山
岳
３
団
体
に
お
い
て
も
、

遭
難
事
故
は
右
肩
上
が
り
に

増
加
し
続
け
16
年
に
は
千
名

を
超
え
た
、
死
亡
事
故
は
変

化
な
し
。

・
登
山
者
人
口
の
経
年
変
化

登
山
者
人
口
は
09
年
を
ピ
ー

ク
（
１
２
３
０
万
人
）
と
し
、

11
年
の
大
震
災
で
800
万
人
に

減
少
し
、
そ
の
後
、
800
万
前

後
で
変
化
し
て
い
る
。

・
16
年
警
察
庁
の
事
故
デ
ー

タ
Ｈ
28
の
事
故
報
告
の
特
徴

は
、
震
災
を
除
き
、
長
い
間

右
肩
に
増
加
し
続
け
て
き
た

事
故
発
生
件
数
、
事
故
者
数

が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
、
そ

の
主
な
要
因
に
は
、
登
山
ブ
ー

ム
が
低
調
に
な
り
、
道
迷
い
、

悪
天
候
（
Ｈ
28
が
恵
ま
れ
た
？
）

な
ど
の
事
故
が
減
少
し
た
こ

と
に
あ
る
。
以
前
か
ら
予
想

し
て
き
た
登
山
者
の
超
高
齢

化
の
影
響
（
登
山
団
魂
の
高

齢
化
）
か
ど
う
か
は
、
も
う

少
し
様
子
を
見
る
必
要
が
あ

る
。

・
山
岳
事
故
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
の
解
析

・
指
導
・
遭
対
合
同
研
修
会

報
告
・
・
・
町
田
氏

（
堀
内

修
）

指
導
委
員
会
主
催
の
「
夏

山
登
山
教
室
」
も
今
年
で
第

5
回
目
と
な
っ
た
。
こ
の
行

事
を
中
心
的
に
企
画
・
運
営

し
て
い
た
小
田
さ
ん
の
遺
志

を
継
い
で
今
年
も
無
事
行
う

こ
と
が
出
来
た
。

参
加
メ
ン
バ
ー
は
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
く
、
予
定
定
員
の
15
名

と
な
っ
た
。
今
年
の
メ
イ
ン

の
山
行
は
北
ア
ル
プ
ス
の
針

ノ
木
雪
渓
を
つ
め
て
、
名
峰
・

針
ノ
木
岳
と
蓮
華
岳
を
目
指

し
た
。

内
容
は
第
1
回
座
学
で
「
夏

山
の
登
山
装
備
」
と
「
読
図

の
基
本
」
を
学
ん
だ
後
に
、

第
1
回
実
技
講
座
は
「
竜
爪

山
」
で
行
っ
た
。
座
学
で
習
っ

た
登
山
装
備
の
確
認
と
、
読

図
の
実
践
を
山
に
て
行
っ
た
。

ま
た
、
今
年
は
残
雪
が
多
い

と
予
想
さ
れ
た
の
で
、
ア
イ

ゼ
ン
の
確
認
も
穂
積
神
社
に

て
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

第
2
回
座
学
で
は
「
夏
山
の

気
象
」
と
「
歩
行
技
術
と
安

全
」
を
学
ん
だ
。
特
に
雪
渓

の
歩
き
方
に
つ
い
て
重
点
的

な
講
習
だ
っ
た
。

本
番
の
夏
山
は
7
月
22
日
、

23
日
で

金
曜
日
の
前
夜
発
に
し
て
、

途
中
の
道
の
駅
に
て
仮
眠
し

た
。
針
ノ
木
雪
渓

は
や
は
り
例
年
よ
り
雪
が
多

く
、
長
い
雪
渓
歩
き
と
な
っ

た
が
全
員
元
気
に
ほ
ぼ
予
定

通
り
針
ノ
木
峠
に
つ
く
こ
と

が
出
来
た
。
小
屋
で
休
憩
後

に
針
ノ
木
岳
を
ピ
ス
ト
ン
し

た
。
途
中
は
意
外
に
お
花
も

多
く
、
皆
さ
ん
も
満
足
さ
れ

た
よ
う
だ
っ
た
。
夕
食
前
の

小
屋
の
前
の
反
省
会
で
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
々
が
「
小

田
先
生
に
献
杯
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が

嬉
し
か
っ
た
。
美
味
し
い
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

た
。

翌
24
日
は
朝
か
ら
雨
だ
っ
た

が
、
ほ
ぼ
全
員
が
蓮
華
岳
を

ピ
ス
ト
ン
し
た
。
お
目
当
て

の
コ
マ
ク
サ
に
は
皆
さ
ん
感

動
さ
れ
て
い
た
。
心
配
し
て

い
た
雪
渓
の
下
り
も
上
手
な

ア
イ
ゼ
ン
ワ
ー
ク
で
、
予
定

よ
り
早
く
下
山
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

下
山
後
の
温
泉
で
は
、
「
来

年
の
夏
は
何
処
？
」
と
の
質

問
も
受
け
ま
し
た
。
好
評
の

登
山
教
室
で
し
た
。

（
鈴
木

修
）

平
成
29
年
度
の
日
山
協
遭

対
委
員
会
総
会
・
研
修
会
が

神
戸
市
立
神
戸
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
に
て
6
月
24
日
・
25
日

開
催
さ
れ
た
。

24
日
研
修
会

(1)
「
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ

い
て
」

ド
ロ
ー
ン
の
説
明
を
受
け
、

実
際
に
操
作
し
た
。

(2)
「
ハ
イ
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て
」

一
般
登
山
者
へ
の
登
山
教

育
に
つ
い
て
、
現
状
、
見
直

し
案
の
対
比
、
課
題
、
対
応

策
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
夏
山

リ
ー
ダ
ー
講
習
案
な
ど
の
説

明(3)
「
最
近
の
山
岳
事
故
に
つ

い
て
」

各
県
か
ら
の
報
告

・
那
須
の
雪
崩
遭
難
事
故
に

つ
い
て

25
日
総
会

(1)

Ｈ
28
年
度
報
告
、
Ｈ
29

年
度
計
画

・
28
年
度
夏
山
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会

9/9
～

9/11

富
山
県
国
立
登

山
研
修
所

・

積
雪
期
レ
ス
キ
ュ
ー
講

習
会1/27

～
1/29
谷
川
岳
土
合
山
の

家(2)

Ｈ
29
年
度
新
体
制

遭
対
委
員
長

群
馬
県

町

田
氏

(3)
研
究
討
議

・
山
岳
事
故
報
告
・
・
・
青

山
氏

・
高
校
登
山
講
習
会
事
故
に

つ
い
て

登
山
に
関
す
る
知
識
・
経
験

の
少
な
い
高
校
生
を
指
導
す

る
場
合
、
冒
険
性
で
な
く
、

安
全
性
を
第
一
と
し
た
指
導

計
画
が
求
め
ら
れ
る
。

・
山
岳
三
団
体
（
日
山
協
、

労
山
、j

R
O

）
に
お
け
る
事

故
の
経
年
変
化

山
岳
３
団
体
に
お
い
て
も
、

遭
難
事
故
は
右
肩
上
が
り
に

増
加
し
続
け
16
年
に
は
千
名

を
超
え
た
、
死
亡
事
故
は
変

化
な
し
。

・
登
山
者
人
口
の
経
年
変
化

登
山
者
人
口
は
09
年
を
ピ
ー

ク
（
１
２
３
０
万
人
）
と
し
、

11
年
の
大
震
災
で
800
万
人
に

減
少
し
、
そ
の
後
、
800
万
前

後
で
変
化
し
て
い
る
。

・
16
年
警
察
庁
の
事
故
デ
ー

タ
Ｈ
28
の
事
故
報
告
の
特
徴

は
、
震
災
を
除
き
、
長
い
間

右
肩
に
増
加
し
続
け
て
き
た

事
故
発
生
件
数
、
事
故
者
数

が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
、
そ

の
主
な
要
因
に
は
、
登
山
ブ
ー

ム
が
低
調
に
な
り
、
道
迷
い
、

悪
天
候
（
Ｈ
28
が
恵
ま
れ
た
？
）

な
ど
の
事
故
が
減
少
し
た
こ

と
に
あ
る
。
以
前
か
ら
予
想

し
て
き
た
登
山
者
の
超
高
齢

化
の
影
響
（
登
山
団
魂
の
高

齢
化
）
か
ど
う
か
は
、
も
う

少
し
様
子
を
見
る
必
要
が
あ

る
。

・
山
岳
事
故
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
の
解
析

・
指
導
・
遭
対
合
同
研
修
会

報
告
・
・
・
町
田
氏

（
堀
内

修
）

（３）第２２号 宝 永 平成２９年９月 ４日（月）（３）第２２号 宝 永 平成２９年９月 ４日（月）

全
国
高
校
総
体
蔵
王

月
山
で

全
国
高
校
総
体
蔵
王

月
山
で

昭
和
32
年
４
月
１
日
発
足
、
同
時
に
御
殿
場
市
体
育
協

会
に
加
盟
。
当
山
岳
会
は
、
初
代
会
長

梶
房
吉
、
２
代

会
長

稲
葉
高
一
、
３
代
会
長

堀
内
修
、
会
員
15
名
、

OB
会
員
50
名
を
も
っ
て
「
遭
難
事
故
０
」
を
誇
り
に
ハ
イ

キ
ン
グ
か
ら
、
冬
山
、
岩
登
り
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

等
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
取
り
込
み
、
よ
り
高
い
技
術
と

山
岳
知
識
を
取
得
し
、
安
全
登
山
の
実
行
を
心
が
け
山
の

魅
力
を
楽
し
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら

平
成
８
年
９
月
に
当
会
員
の
中
か
ら
遭
難
者
を
出

し
て
し
ま
っ
た
の
は
悔
や
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
会
は
富
士
山
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
、

職
業
、
年
齢
、
生
活
環
境
の
異
な
る
者
が
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
四
季
の
富
士
山
を
楽
し
ん
で
い
る
も
の

で
あ
る
。

昭
和
39
年
、
静
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
山
岳
会
場

を
小
山
秀
峰
山
岳
会
・
富
士
学
校
山
岳
部
と
共
に
受
け
持

ち
、
富
士
山
周
辺
の
山
々
を
静
岡
県
内
の
岳
人
に
紹
介
し

た
。
会
の
行
事
と
し
て
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
昭
和
36
年
よ

り
、
春
秋
２
回
づ
つ
開
催
し
て
い
る
、
今
は
年
1
回
か
２

回
開
催
し
、
こ
の
７
月
で
第
149
回
目
と
な
り
、
次
回
は
記

念
の
150
回
と
な
る
。

昭
和
50
年
代
に
は
、
国
体
へ
の
出
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
海
外
登
山
に
も
挑
戦
し
始
め
る
。

昭
和
35
年
頃
よ
り
自
主
的
に
富
士
山
測
候
所
太
郎
坊
の
小

屋
を
借
り
て
、
遭
難
救

助
訓
練
を
行
い
つ
つ
登
山
者
に
安

全
登
山
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
て
、
現
在
の
富
士
山
パ
ト

ロ
ー
ル
の
基

を
築
い
た
。

そ
し
て
静
岡

県
山
岳
遭
難

防
止
対
策
協

議
会
東
富
士

支
部
の
発
足
と
共
に
、
年
末
年
始
及
び
春
山
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
５
年
６
月
御
殿
場
市
体
育
館
の
外
壁
に
フ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
、
全
国
に
先
駆
け
公
共
施
設
に
取
り

付
け
た
。
「
ゴ
テ
ン
バ
ウ
ォ
ー
ル
」
と
名
付
け
広
く
市
民

に
開
放
さ
れ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
貰
っ

て
い
る
。
そ
の
「
ウ
ォ
ー
ル
」
も
体
育
館
の
耐
震
補
強
工

事
の
為
、
今
年
10
月
末
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
非
常
に
残

念
で
あ
る
。
平
成
31
年
春
に
は
体
育
館
室
内
に
て
、
「
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
」
が
で
き
る
の
で
期
待
し
て
い
る
。

当
会
の
歴
史
は
62
年
、
こ
の
間
の
各
種
山
行
か
ら
「
こ

れ
か
ら
」
を
推
察
す
る
と
明
る
い
展
望
は
見
え
な
い
。
何

故
な
ら
ば
、
予
想
以
上
に
早
く
高
齢
化
は
当
会
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。
年
齢
に
つ
い
て
は
、
10
年
前
ま
で
は
、

40
代
、
50
代
が
中
心
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
が
、

最
近
で
は
60
代
、
70
代
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
当
会

も
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
若
年
会
員
は
転
勤
族
や
自
営
業
で

一
家
の
柱
と
し
て
の
責
任
か
ら
山
離
れ
が
進
ん
で
い
る
。

年
金
族
は
体
力
が
落
ち
、
人
を
連
れ
て
い
く
自
信
が
な
く
、

個
人
山
行
が
多
く
な
り
。
一
昔
前
は
す
ぐ
に
若
者
の
入
会

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
ず
。
だ

が
、
あ
ま
り
悲
観
的
に
な
ら
ず
に
、
今
ま
で
以
上
に
知
恵

を
絞
っ
て
活
動
を
続
け
、
同
好
の
士
を
増
や
し
山
を
通
じ

て
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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和
32
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、
同
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岳
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２
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葉
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３
代
会
長

堀
内
修
、
会
員
15
名
、

OB
会
員
50
名
を
も
っ
て
「
遭
難
事
故
０
」
を
誇
り
に
ハ
イ

キ
ン
グ
か
ら
、
冬
山
、
岩
登
り
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

等
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
取
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